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郷土愛を育むために　 
　　伝統野菜の栽培を

江戸東京・伝統野菜研究会
代表

大竹　道茂

東
京
は
１
４
０
０
万
人
の
大
都
市
だ
が
、
地
方
か

ら
移
り
住
ん
だ
方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

の
２
代
、
３
代
と
東
京
で
生
ま
れ
育
っ
た
方
々
に
郷

土
愛
を
育
も
う
と
、
伝
統
野
菜
の
栽
培
活
動
は
続
け

ら
れ
て
い
る
。
江
戸
東
京
野
菜
の
復
活
普
及
が
そ
れ

だ
。
活
動
は
、
東
京
の
各
地
に
東
京
農
業
の
歴
史
文

化
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
Ｊ
Ａ
東
京
グ
ル
ー
プ
が

平
成
９
年
に
江
戸
東
京
農
業
の
野
外
説
明
板
50
本
を

該
当
地
域
の
神
社
境
内
に
建
立
。
説
明
板
を
見
て
地

域
の
ま
ち
興
し
と
、
児
童
達
に
郷
土
愛
を
持
た
せ
た

い
と
始
め
た
の
が
、
江
東
区
亀
戸
の
小
中
５
校
で
の

「
亀
戸
大
根
」
の
栽
培
で
、毎
年
３
月
に
亀
戸
香
取
神

社
で
収
穫
祭
を
行
っ
て
い
る
。

地
元
の
郷
土
食
だ
っ
た
あ
さ
り
味
噌
汁
の
ぶ
っ
か

け
飯
に
は
亀
戸
大
根
の
漬
物
は
欠
か
せ
な
い
。
今
年

で
25
年
を
経
過
し
た
が
、
地
域
で
は
Ｊ
Ｒ
亀
戸
駅
の

ホ
ー
ム
下
で
栽
培
が
始
ま
り
、
東
武
亀
戸
駅
の
改
札

近
く
、
駅
ビ
ル
ア
ト
レ
の
屋
上
と
、
郷
土
野
菜
の
栽

培
は
地
域
一
帯
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

東
京
に
農
地
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
世
代
も
多

く
な
っ
て
い
る
が
、
農
地
法
上
の
農
地
は
23
区
の
中

で
も
10
区
に
存
在
す
る
。
農
家
１
軒
に
な
っ
た
北
区

に
は
、
郷
土
の
伝
統
野
菜
と
し
て
１
㍍
に
も
な
る

「
滝
野
川
ゴ
ボ
ウ
」が
あ
る
。
数
年
前
か
ら
地
元
の
瀧

野
川
八
幡
神
社
で
栽
培
が
始
ま
っ
た
が
、
郷
土
の
名

前
の
付
い
た
野
菜
は
ゴ
ボ
ウ
以
外
に
、長
ニ
ン
ジ
ン
、

長
カ
ブ
と
、収
穫
期
の
違
う
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
。

土
の
部
分
が
境
内
に
わ
ず
か
な
の
で
、
そ
こ
に
塩
ビ

管
を
立
て
、
栽
培
し
て
い
る
が
、
そ
の
栽
培
方
法
が

奇
抜
な
こ
と
か
ら
、
地
域
で
も
同
じ
よ
う
な
方
法
で

栽
培
す
る
市
民
が
増
え
て
い
る
。
特
に
都
内
の
教
育

現
場
で
は
６
校
の
高
校
と
大
学
で
ゴ
ボ
ウ
の
栽
培
が

始
ま
っ
た
。
滝
野
川
ゴ
ボ
ウ
の
き
ん
ぴ
ら
は
郷
土
東

京
の
都
や
区
と
い
う
レ
ベ
ル
で
、
郷
土
食
と
し
て
生

徒
達
の
認
識
が
広
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

東
京
の
練
馬
で
は
、
長
く
て
抜
く
の
が
大
変
な

「
練
馬
大
根
」
を
給
食
で
食
べ
さ
せ
よ
う
と
平
成
19

年
に
市
民
に
抜
い
て
も
ら
う
「
練
馬
大
根
引
っ
こ
抜

き
競
技
大
会
」
を
企
画
し
、
12
月
初
め
の
日
曜
日
に

開
催
。
月
曜
日
に
は
区
内
の
小
中
98
校
で
、「
練
馬
大

根
ス
パ
ゲ
テ
ィ
」
と
し
て
給
食
に
出
し
て
い
る
。

先
日
、
私
立
高
校
で
の
江
戸
東
京
野
菜
の
出
前
授

業
で
練
馬
大
根
を
紹
介
す
る
と
、
練
馬
か
ら
通
学
す

る
女
生
徒
が
、
小
中
学
校
の
９
年
間
12
月
に
給
食
に

出
た
「
練
馬
大
根
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
」
が
大
好
き
で
、

今
で
も
食
べ
た
く
な
る
時
が
あ
る
と
い
う
。
ま
さ
に

食
を
通
し
て
郷
土
愛
を
感
じ
る
思
い
を
聞
か
さ
れ
た
。

お
お
た
け
・
み
ち
し
げ
＝
江
戸
東
京
・
伝
統
野
菜
研

究
会
代
表
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
戸
東
京
野
菜
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
協
会
会
長
。
著
書
に「
江
戸
東
京
野
菜
の
物

語
」〈
平
凡
社
新
書
〉。
ブ
ロ
グ
「
江
戸
東
京
野
菜
通

信
」
で
日
々
情
報
発
信
。


